
                   

令和２年５月 25日 

大阪市立大学新型コロナウイルス緊急対策本部 

 

新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言等に基づく本学の方針について（第４版） 

 

※これまでの方針からの主な変更点 

・「６．学生の大学構内への立ち入りについて」を更新しました。 

・「７．教員等の研究活動について」を更新しました。 

・「８．教職員への感染拡大防止策について」を更新しました。 

・「11．大学主催のイベント等について」を更新しました。 

・「12．大学附属施設等について」を追加しました。 

・「13．「新しい生活様式」の実践について」を更新しました。 

 

令和２年４月７日、政府から新型コロナウイルス対策の特別措置法に基づく「緊急事態宣言」

が大阪府を含む７都道府県に発令されたことを踏まえ、大阪府より本学に対して施設の使用制限

等が要請され、５月４日には緊急事態宣言の期限が５月 31日まで延長されました。 

５月 14 日に、政府において 39 県の緊急事態宣言が解除され、21日には大阪府・京都府・兵庫

県の近畿 3府県についても解除されました。 

５月 14 日、大阪府において自粛要請・解除などの対策を段階的に実施するために策定された

「大阪モデル」に基づき、本学を含む施設の使用制限が５月 16日をもって大阪府が定める標準的

対策を遵守することを条件に解除されました。 

しかしながら、安全宣言が出されたわけではなく、第２波を防ぐため、決して気を緩めること

はできない状況です。つきましては、５月中は各種活動を段階的に再開するための準備期間とし、

これまでの対策を継続することとします。６月以降は、下記の通り、段階的に各種活動を再開し

ますが、密閉・密集・密接の３密を避け、十分な感染防止対策に努めることとします。 

なお、今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に注視しながら、方針の見直しを行いま

すので、定期的に最新の情報をご確認ください。 

今後、学生又は教職員に感染者が確認された場合は、二次感染、三次感染を防ぐため、すみや

かに大学構内における課外活動及び研究活動を禁止し、教職員の出勤は最低限の人数としたうえ

で、保健所の指示及び助言のもと、感染症拡大防止に必要な対策を講じることとします。 

 

 

１．学生の海外渡航について 

 学生の海外渡航については、当面の期間、渡航不可とします。また、海外から帰国・入国した

場合は、２週間自宅待機してください。 

 

２．教職員の海外渡航について 

 教職員の海外渡航については、当面の期間、以下のとおりとします。 

（1）感染症危険レベル３の国・地域へは「渡航不可」。 

（2）感染症危険レベル２の国・地域へは「原則として渡航不可」。 



                   

やむを得ない事情がある場合は、必ず渡航前に下記３の対応を行う旨の誓約書を各部局ま

で提出してください。 

 

３．学生及び教職員の海外からの帰国・入国について 

・学生及び教職員が海外から帰国・入国される場合は、以下の対応をお願いします。 

（1）帰国・入国後、２週間は、発熱や咳等の症状がないか必ず経過観察（体調と体温の記録）を

してください。 

（2）２週間は入念に体調の観察を行うとともに、不要不急の外出は控え、自宅に滞在してくださ

い。 

（3）発熱・咳等の症状が出た場合には、医療機関には直接行かず、大阪府相談窓口又は管轄の保

健所に相談のうえその指示に従い、あわせて本学の保健管理センターに電話連絡してください。 

 

４．海外からの研究者受入れ・招へい等について 

 海外からの研究者の受入れ・招へい等については、事態が終息するまでは中止又は延期を要請

します。 

 

５．授業、期末試験等への対応について  

令和２年度前期授業期間を５月 14 日から８月 24 日までに変更し（医学部医学科、法学研究科

法曹養成専攻、都市経営研究科・創造都市研究科は別途定めます。）、原則として、すべての授業

（実験・実習のうち一部を除く）を遠隔で実施します。 

 

６．学生の大学構内への立ち入りについて 

学生の大学構内への立ち入りについては、当面の期間、原則禁止とします。なお、卒論、修論、

博論に関連する実験等のうち、この期間に中断することで重大な支障が生じるなどの事情がある

場合（下記７.に該当するものを含む）は、特別に立ち入りを許可することがありますので、各学

部・研究科に問い合わせしてください。その場合も、各研究科において、学生・院生への感染拡

大防止策を十分講じた上で、滞在時間を最小限に抑えるとともに、学生の入構・出構等の記録を

残してください。また、学生は必ず登校前に検温し、平熱であることを確認してください。 

課外活動については、６月より段階的に再開することとし、大学施設の限定的な利用を認めま

す。大学施設の利用にあたっては、活動３日前までに代表者より「課外活動計画書」を学生課へ

提出し許可を得るとともに、学生担当部長の定める遵守事項に留意してください。また、大学構

内への入出校時にＷＥＢシステムへ入力し、「課外活動報告」を学生課へ提出してください。（詳

細は、別紙のとおり）  

また、学術情報総合センターについても６月より段階的に再開することとし、感染拡大防止対

策を講じたうえで、平日９時から 19 時において開館し、学生及び教職員に限り図書等の貸出及び

資料の複写サービスを再開します。利用にあたってはセンター所長が定める遵守事項に留意して

ください。（詳細はセンターHP をご確認ください。） 

学術情報総合センター   https://www.media.osaka-cu.ac.jp/ 

また、保健管理センターでは日中はスタッフが待機していますので、学生及び教職員が急に体

調を崩したりけがをした場合などは電話でご相談ください。 



                   

保健管理センター TEL：06-6605-2108 

 

７．教員等の研究活動について 

  教員等（研究員、学部生・大学院生含む）の研究活動に伴う大学施設内への立ち入りについ

ては、５月 31 日まで原則禁止とし、６月より段階的に再開することとします。 

  まずは、６月１日から６月 30日を「感染予防の管理強化期間」とし、大阪市立大学における

新型コロナウイルス感染拡大防止のための研究活動に関する指針における「レベル２-制限（中

程度）」とします。 

  在宅やオンラインでの研究活動を優先し、大学施設の利用が不可欠な実験研究等および国内

出張等（学外の調査研究含む）については、感染拡大防止に関する留意事項を遵守の上、必要

最小限の範囲で許可します。なお、大学施設を利用した研究活動を行うにあたっては、研究室

等の入退室管理や教員等の健康状態の把握を徹底するなど、留意事項を遵守してください。（詳

細は、別紙のとおり） 

 

８．教職員への感染拡大防止策について 

（1）９.に該当する症状がある教職員は、原則自宅待機とする。 

（2）公共交通機関を利用することによる感染を防止するために、時差出勤や在宅勤務を積極的に

推奨するとともに、自家用車による通勤を認める。 

（3）各種会議の開催については、必要性や出席者の見直しを行い、不要不急であるものについて

は中止するとともに、可能な範囲でメールや電話、TV 会議などを活用する。 

（4）出張は必要最小限に抑える。 

 

９．感染の可能性がある場合の対応について 

 次の症状がある方は、すみやかにかかりつけ医または新型コロナ受診相談センター（大阪府の

場合は管轄の保健所）に電話相談のうえその指示に従い、あわせて本学の保健管理センターに電

話連絡してください。 

Ａ 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱、嗅覚・味覚障害等の強い症状のいず

れかがある場合 

Ｂ 重症化しやすい方（※）で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

※高齢者をはじめ、基礎疾患（糖尿病、心不全、呼吸器疾患（慢性閉塞性肺疾患など）な

ど）がある方や透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている方 

Ｃ 上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

※症状が４日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差がありますので、強い

症状と思う場合にはすぐに相談してください。解熱剤などを飲み続けなければならない方

も同様です。 

 

 （参考）新型コロナ受診相談センター（帰国者・接触者相談センター） 

    （大阪市保健所）TEL：06-6647-0641  FAX：06-6647-1029 

    （その他府内の保健所）以下ページの「保健所一覧」をご覧ください 

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/corona-denwa.html 



                   

保健管理センター TEL：06-6605-2108 

     

10．感染症患者と接触した可能性がある場合の対応について 

 自身や家族等が感染症患者と接触した場合や集団感染が発生した場所へ当該日時に滞在してい

たなど、少しでも感染症患者等と接触した不安がある場合は所属する学部・研究科へ連絡してく

ださい。 

 

11．大学主催のイベント等について 

 大学主催のイベント等の開催については、当面の間、参加人数に関わらず、オンライン開催を

原則とします。学外者の参加が見込まれるイベント等で、オンライン開催で目的を達成できない

場合は中止または延期とします。説明会・研修会など学内関係者のみが参加する集会については、

以下の基準を目安としつつ、万全の感染防止対策を講じた上で実施を認めます。 

  ・収容定員の半分以下の参加人数とする。 

  ・人と人との距離を十分確保できること。（できるだけ２ｍ） 

また、学生及び教職員の学外イベントへの参加についても自粛を求めます。 

 

12．大学附属施設等について 

 大学附属施設等についても、大阪府が定める標準的対策を遵守し、６月から段階的に再開しま

す。詳細については、準備がととのい次第、各施設 HP 等によりご案内いたします。 

 ・学術情報総合センター   https://www.media.osaka-cu.ac.jp/ 

 ・保健管理センター     安全衛生管理室よりご案内します。 

 ・田中記念館、高原記念館  管理課よりご案内します。 

 ・文化交流センター     社会連携課よりご案内します。 

 ・理学部附属植物園     https://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/ 

 ・生活協同組合（食堂、購買、書籍等） https://osaka-cu.hanshin.coop/ 

 

13．「新しい生活様式」の実践について 

学生及び教職員は、これまでに引き続き、「新しい生活様式」を実践し、感染防止に注意を払っ

て生活してください。 

（1）日常生活を営む上での基本的感染対策 

 毎朝の検温 

37℃以上の場合は外出せず自宅で療養する。 

 こまめに手洗い・手指消毒・うがい 

手洗いは 30 秒以上かけて正しい方法で行う。 

外出時は消毒液等を携帯する。 

うがいが難しい場合は口のど殺菌スプレーやこまめな水分補給を行う。 

 マスク着用 

 こまめに部屋を換気 

 買い物などではキャッシュレス決済を利用する。 

（2）３つの密（密閉・密集・密接）の回避 

https://www.media.osaka-cu.ac.jp/
https://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/
https://osaka-cu.hanshin.coop/


                   

 人との距離をできるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。 

 会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。 

 遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ。 

 友人や同僚等との飲食、宴会等を自粛する。 

 カラオケ店、ゲームセンター、パチンコ店など換気が悪く、人の密集する施設への立ち

入りを自粛する。 

 映画館、ライブハウス、スポーツジムなど密閉された施設への立ち入りを自粛する。 

（3）移動に関する感染対策 

 旅行や帰省など、府県をまたいだ移動を避ける。 

 発症したときのため、いつ誰とどこで会ったかをメモする。 

 公共交通機関の利用をなるべく控える。 

利用する場合は、必ずマスクを着用し、手で顔を触らないようにし、利用には手洗い・

手指消毒・うがいを徹底する。 

 (4) 「大阪コロナ追跡システム」の利用 

 不特定多数の人が集まる施設等を利用する場合は、大阪府が提供する「大阪コロナ追跡

システム」によりメールアドレスを登録する。 

  

14．その他 

・中国の方などに対する誹謗中傷や根拠のないデマがSNS等で広がっていると報道されています。

本学には中国や韓国からの留学生も多く、学生・教職員の皆さまには、感染者や外国人、医療

関係者等への人権侵害につながることのないよう、正しい情報に基づいた冷静な対応をお願い

いたします。また、学内で仮にそのような事象等が見受けられた場合には、所属する学部・研

究科にご連絡いただきますようお願いいたします。 

  

●問い合わせ先 

 ・学生の方… 所属する学部・研究科  https://www.osaka-cu.ac.jp/ja/contact 

（留学生の方）国際センター TEL：06-6605-3454 

 ・教職員の方 … 所属する学部・研究科・課等 

・新型コロナウイルス感染症についての健康相談窓口 

 … 大阪府相談窓口  TEL：06-6944-8197【専用回線】 

               FAX：06-6944-7579 

 

●参考情報 

・外務省海外安全ホームページ 

 https://www.anzen.mofa.go.jp/ 

・首相官邸ホームページ 

 https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html 

・厚生労働省ホームページ 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html  

・文部科学省ホームページ 



                   

 https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/index.html  

  ・在中国日本大使館ホームページ 

  https://www.cn.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html 

・国立感染症研究所ホームぺージ 

  https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-idsc/2482-corona/9305-corona.html 

・大阪府庁ホームページ 

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/corona.html 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-idsc/2482-corona/9305-corona.html
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Q＆A 
施設について 

■「段階的課外活動中の使用施設」以外の施設での活動再開はいつでしょうか 

   ⇒一覧及び部室（倉庫含む）以外の施設 〔学外施設（艇庫除く）、学生合宿所、トレーニングル

ーム、体育館、武道場、卓球場、第１音楽練習室（小音練）、第 3 音楽練習室（ウエスタン音

練）など〕の使用開始時期は現在未定です。 

■トレーニングルームの施設使用期間が５月末までです 

   ⇒使用開始時期は未定ですが、今年度の申請（令和２年６月～令和３年５月）までの受け付け

は、別途案内します。 

■活動開始及び終了時の部室への荷物の搬出入は、９時～１６時で行うべきでしょうか 

   ⇒施設（部室含む）の使用は９時からが原則です。終了時は荷物の搬入のみ 17 時までとしま

す。 ※部室内での活動については１６時退室を厳守してください。 

■更衣室の利用の時の使用方法と人数制限について 

   ⇒入室時は必ず室内の使用人数を確認してください。入室が６人目以降となる場合は更衣室前

で退室を待ってください。各利用者は最短時間での利用を心がけてください。また、入退室時は

必ず設置の消毒液を利用してください。 

■体育館の次回の使用者会議の予定はいつでしょうか 

⇒体育館（武道場・卓球場を除く）の利用については、教育推進課教務担当 

（tk-jikan@ado.osaka-cu.ac.jp）に問い合わせてください。 

■阿倍野の施設を使用したいのですが 

   ⇒医学部学務課に問い合わせてください。各報告書は学生課より学務課へ通知します。 

※活動の許可は学務課より連絡します 

■今回、使用可能施設一覧にない施設の使用開始時期はいつ頃からですか 

  ⇒6 月中旬開始を目標に、追加使用可能施設については再度検討予定です。 

 

健康・衛生面について  

■自宅に体温計がありません 

    ⇒ 今後の継続した体調管理のためにも、まずはご自身で準備をしていください。どうしてもそれ

ができない場合は大学への入校・出校時に学生課（平日９時～１７時）で体温計を借りて検

温してください。 土日に検温していない場合は、入校を認めません。 

■入校、出校時のシステム送信ができませんでした 

   ⇒学生課宛てにメール（kousei@ado.osaka-cu.ac.jp）にて報告してください。  
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■マスクを忘れたときは、入校できないのでしょうか 

   ⇒感染予防の観点から、常時マスク着用を要求します。万が一、マスクを忘れた際は平日であ

れば学生課まで来てください。土日についてはマスク忘れの場合は入校を認めません。 

■消毒液はありますか 

   ⇒守衛室（本館地区・旧教養地区）、男女更衣室、第４音楽練習室（大音練）、第１学生ホール

2F、第２学生ホール 1F・2F、第１１合同部室 1F、共通研究棟 1F に手の除菌用に消毒液を配

置しています。 

 

活動計画報告書・活動報告書について 

■活動予定報告書の活動許可はいつ連絡がきますか 

   ⇒翌日（土・日除く）に回答します。 

■報告する代表者は部長（キャプテン）のみでしょうか 

   ⇒団体内の役員からの学生課への報告は可能です。ただし、必ず代表者と内容を共有してくだ 

さい。 

■単独で行う活動（BOX 利用など）でも提出が必要ですか 

   ⇒各報告書の提出が必要です。 

 

活動について 

■通常通りの活動再開（活動時間の延長等）はいつからでしょうか 

 ⇒段階的に活動再開を検討していますが、現在未定です。 

■部員数が多く、施設使用人数内では活動できません 

 ⇒各部員の活動時間（２時間以内）を厳守し、ローテーション等で人数調整を行ってください。その 

場合、各報告書は、各部員の活動時間がわかるように記入してください。 

■使用可能施設以外での学内での屋外活動は可能でしょうか（ピロティなど） 

⇒活動計画報告書により活動の許可を判断します。また、学内の異なる場所で各制限人数内で

の活動を希望する場合も活動計画報告書により活動の許可を判断します。 

■競技上接触プレーがあるのですが 

    ⇒遵守事項が基本です。練習メニューの調整をお願いします。 
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■備品（ボール等）は素手で共有します 

   ⇒手袋等の使用の検討や練習メニューの調整をして下さい。難しい場合は、前後の手洗いを  

徹底してください。 

■部室の利用内容について 

   ⇒課外活動以外（オンライン授業の受講など）での立ち入りは許可しません。また、具体的な活

動がない場合（コミュニケーションの場としての活用など）での部室の利用も同様に許可しません。

オンライン会議などを活用してください。 

■学食の利用時間も学内滞在時間（3 時間まで）に入りますか 

   ⇒入ります。活動時間と調整して利用してください。 

※6/1 以降の生協利用時間：（本館地区のみ営業） 

 

各種許可申請について 

■５月中に事前申請が必要な依頼があります。各種依頼は学生課窓口での申請でしょうか 

  ⇒題名を【依頼申請】とし、学生課課外活動団体担当あてにメールにて申請及び問い  

合わせをしてください。（学生課：kousei@ado.osaka-cu.ac.jp） 

■長期車両入構申請を行っている、または新たに短期車両入構申請を行いたいのですが 

  ⇒長期車両入構（４月～６月利用分）申請済みの依頼は、6/1 より学生課にて許可証を配布しま

す。また、短期車両申請はメールでの受付を可とします。今月中に別途案内します。 

 

問合せ先 

☐この件に関する問い合わせは、件名を【自主活動問合せ】とし、下記メールアドレスまで問い合わせ

てください。 

  学生課 課外活動担当 kousei@ado.osaka-cu.ac.jp 



新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した研究活動の段階的再開について 

研究担当副学長 

【研究活動再開の考え方】 

政府の緊急事態宣言および大阪府の緊急事態措置による「外出自粛の要請」や「施設の使

用制限の要請等」により、教員等（研究員、学部生・大学院生含む）の研究活動に伴う大学

施設内への立ち入りについては 5 月 31 日まで原則禁止としてきました。 

このたび、大阪府においては緊急事態措置の内容が改正され、大学に対する施設の使用制

限の要請等は感染防止対策を遵守することを条件に解除されたところです。 

本学においては、「新型コロナウイルス感染拡大防止」に努めてきたところですが、教員

等（研究員、学部生・大学院生含む）の研究活動再開にあたっては、研究室等の入退出の管

理や教員等の健康状態の把握など、更なる感染の拡大防止等に最大限の注意を払いながら、

段階的に再開することとします。 

なお、再開にあたっては、大阪市立大学における新型コロナウイルス感染拡大防止のため

の研究活動に関する指針（5 月末策定）を定めることとしており、指針に基づいた対応を行

います。 

まずは、6 月 1 日から 6 月 30 日を「感染予防の管理強化期間」として「活動再開のルー

ル」を設定し、遵守徹底を図ることとします。 

【感染予防の管理強化期間】 

2020年 6 月 1日～6月 30日（ただし、国や自治体の要請等により変更する可能性あり） 

【活動再開のルール】 

大阪市立大学における新型コロナウイルス感染拡大防止のための研究活動に関する指針

における、「レベル２－制限（中程度）」としての活動を再開します。 

・研究室等の入退出管理と責任者の明確化 

・感染防止策の徹底（３密状態の回避） 

・利用施設等の衛生管理と滞在時間の縮減 

・教員等（研究員、学部生・大学院生含む）の健康状態の管理 

・研究活動等に伴う移動等の配慮 

別紙（研究活動）



【別添資料】 

研究活動の制限： 「レベル２－制限（中程度）」（案） 

 

研究活動のあり方（概要） 

在宅やオンラインでの研究活動を優先し、大学施設の利用が不可欠な実験研究等および国内出張等

（学外の調査研究等を含む）については、感染拡大防止に関する留意事項を遵守の上、必要最小限

の範囲で許可する。海外出張については、原則禁止とする。 

 

研究活動の留意事項（詳細） 

教員等（研究員､学部生・大学院生含む）が大学施設を利用した研究活動を行うにあたっては、下

記の留意事項を遵守して行うこと 

 

(1) 研究室等の大学施設への入退出管理 

・ 管理責任者（各研究科長等）のもとに、研究実施単位（研究室等）毎に実施責任者（教員）

を定め、WEB管理システム (後日詳細を示す)により、学生を含む施設使用者全員の入退室

管理および健康管理を徹底すること 

・ 研究室等における学生・教員等の入退室に関しては、研究室毎にルールを定め、可能な限り

分散利用を行うこと 

・ 都市研究プラザ、人工光合成研究センター、複合先端研究機構等の学内研究施設および分析

センター、工作技術センター等の共用施設の利用についても上記に準じた管理を行うこと 

・ 本学に所属しない学外研究者・学生等が本学施設を利用する場合、利用施設の管理責任者お

よび実施責任者において、別途、入退室管理および健康管理を行うこと 

・ 学術情報総合センターの利用については、同センターが別途定めるルールに従い、必要最小

限の範囲で利用を認める 

 

(2) 感染防止策の徹底（３密状態の回避） 

・ 研究室活動におけるミーティング等については、短時間の打合せ等を除き、原則として遠隔

で行うこと 

・ 人と人との距離を2ｍ以上確保し、マスクの着用、手洗い・うがい・アルコール消毒の励行

すること 



・ 部屋の換気を十分に行い、滞在時間・滞在人数も、研究室単位でルールを定め、必要最小限

に留めること 

（目安：１人あたり４㎡程度以上確保する（例：20㎡の部屋に5人程度まで）) 

・ 施設利用者の健康状態（出勤前の検温、体調観察[呼吸困難､倦怠感､味覚･嗅覚異常]など）を

把握すること（健康状態に異変がある場合は自宅待機とし、来学後に異変がある場合は、責

任者に連絡をとり指示を仰ぐこと） 

・ 研究室において、複数による食事は避け、オープンなスペースで行うこと 

 

(3) 利用施設等の衛生管理と滞在時間の縮減 

・ 実験機器等の共用機器に関しては、使用前後で消毒を行うこと 

・ 大学施設の利用および継続する滞在時間は、必要最小限に留めること 

 

(4) 教員等（研究員、学部生・大学院生含む）の健康状態の管理 

・ 施設利用者の健康状態（出勤前の検温、体調観察[呼吸困難､倦怠感､味覚･嗅覚異常]など）を

把握し、上記WEB管理システムへ反映させること（健康状態に異変がある場合は自宅待機

とし、来学後に異変がある場合は、責任者に連絡をとり指示を仰ぐこと） 

・ 万一感染者が出た場合は、研究科長を通じて、所定の方式により、速やかに企画総務課、研

究支援課に報告すること 

 

(5) 研究活動等に伴う移動等の配慮 

・ 国外出張は原則禁止とする 

・ 国内出張（学外での調査研究等を含む）は必要最小限とし、研究科長に届け出ること 

・ 通勤・通学、出張（学外での調査研究等を含む）に伴う移動には、できるだけ公共交通機関

の利用を避け、利用する場合も混雑時を避けるなど、万全の感染防止策に努めること。 

（公共交通機関による長距離・長時間の移動はできるだけ避けること） 

 

 

以上 
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⼯

作
技

術
セ

ン
タ

ー
等

の
共

⽤
施

設
の

利
⽤

に
つ

い
て

も
上

記
に

準
じ

た
管

理
を

⾏
う

こ
と

 
・

本
学

に
所

属
し

な
い

学
外

研
究

者
・

学
⽣

等
が

本
学

施
設

を
利

⽤
す

る
場

合
、

利
⽤

施
設

の
管

理
責

任
者

お
よ

び
実

施
責

任
者

に
お

い
て

、
別

途
、

⼊
退

室
管

理
お

よ
び

健
康

管
理

を
⾏

う
こ

と
 

・
学

術
情

報
総

合
セ

ン
タ

ー
の

利
⽤

に
つ

い
て

は
、

同
セ

ン
タ

ー
が

別
途

定
め

る
ル

ー
ル

に
従

い
、

必
要

最
⼩

限
の

範
囲

で
利

⽤
を

認
め

る
(2

) 感
染

防
⽌

策
の

徹
底

（
３

密
状

態
の

回
避

）
 

・
研

究
室

活
動

に
お

け
る

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

等
に

つ
い

て
は

、
短

時
間

の
打

合
せ

等
を

除
き

、
原

則
と

し
て

遠
隔

で
⾏

う
こ

と
 

・
⼈

と
⼈

と
の

距
離

を
2ｍ

以
上

確
保

し
、

マ
ス

ク
の

着
⽤

、
⼿

洗
い

・
う

が
い

・
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

の
励

⾏
す

る
こ

と
 

・
部

屋
の

換
気

を
⼗

分
に

⾏
い

、
滞

在
時

間
・

滞
在

⼈
数

も
、

研
究

室
単

位
で

ル
ー

ル
を

定
め

、
必

要
最

⼩
限

に
留

め
る

こ
と

（
⽬

安
：

１
⼈

あ
た

り
４

㎡
程

度
以

上
確

保
す

る
（

例
：

20
㎡

の
部

屋
に

5⼈
程

度
ま

で
）

)
 

・
施

設
利

⽤
者

の
健

康
状

態
（

出
勤

前
の

検
温

、
体

調
観

察
[呼

吸
困

難
､倦

怠
感

､味
覚

･嗅
覚

異
常

]な
ど

）
を

把
握

す
る

こ
と

 
 

（
健

康
状

態
に

異
変

が
あ

る
場

合
は

⾃
宅

待
機

と
し

、
来

学
後

に
異

変
が

あ
る

場
合

は
、

責
任

者
に

連
絡

を
と

り
指

⽰
を

仰
ぐ

こ
と

）
 

・
研

究
室

に
お

い
て

、
複

数
に

よ
る

⾷
事

は
避

け
、

オ
ー

プ
ン

な
ス

ペ
ー

ス
で

⾏
う

こ
と

(3
) 利

⽤
施

設
等

の
衛

⽣
管

理
と

滞
在

時
間

の
縮

減
 

・
実

験
機

器
等

の
共

⽤
機

器
に

関
し

て
は

、
使

⽤
前

後
で

消
毒

を
⾏

う
こ

と
 

・
⼤

学
施

設
の

利
⽤

お
よ

び
継

続
す

る
滞

在
時

間
は

、
必

要
最

⼩
限

に
留

め
る

こ
と

(4
) 教

員
等

（
研

究
員

、
学

部
⽣

・
⼤

学
院

⽣
含

む
）

の
健

康
状

態
の

管
理

 
・

施
設

利
⽤

者
の

健
康

状
態

（
出

勤
前

の
検

温
、

体
調

観
察

[呼
吸

困
難

､倦
怠

感
､味

覚
･嗅

覚
異

常
]な

ど
）

を
把

握
し

、
上

記
W

EB
管

理
シ

ス
テ

ム
へ

反
映

さ
せ

る
こ

と
 

 
（

健
康

状
態

に
異

変
が

あ
る

場
合

は
⾃

宅
待

機
と

し
、

来
学

後
に

異
変

が
あ

る
場

合
は

、
責

任
者

に
連

絡
を

と
り

指
⽰

を
仰

ぐ
こ

と
）

 
・

万
⼀

感
染

者
が

出
た

場
合

は
、

研
究

科
⻑

を
通

じ
て

、
所

定
の

⽅
式

に
よ

り
、

速
や

か
に

企
画

総
務

課
、

研
究

⽀
援

課
に

報
告

す
る

こ
と

(5
) 研

究
活

動
等

に
伴

う
移

動
等

の
配

慮
 

・
国

外
出

張
は

原
則

禁
⽌

と
す

る
 

・
国

内
出

張
（

学
外

で
の

調
査

研
究

等
を

含
む

）
は

必
要

最
⼩

限
と

し
、

研
究

科
⻑

に
届

け
出

る
こ

と
 

・
通

勤
・

通
学

、
出

張
（

学
外

で
の

調
査

研
究

等
を

含
む

）
に

伴
う

移
動

に
は

、
で

き
る

だ
け

公
共

交
通

機
関

の
利

⽤
を

避
け

、
利

⽤
す

る
場

合
も

混
雑

時
を

避
け

る
な

ど
、

万
全

の
感

染
防

⽌
策

に
努

め
る

こ
と

。
 

 
（

公
共

交
通

機
関

に
よ

る
⻑

距
離

・
⻑

時
間

の
移

動
は

で
き

る
だ

け
避

け
る

こ
と

）

3
制

限
 ー

 ⼤
教

員
等

（
研

究
員

､学
⽣

含
む

）
の

研
究

活
動

に
伴

う
⼤

学
施

設
内

へ
の

⽴
ち

⼊
り

は
（

特
別

許
可

さ
れ

た
例

外
を

除
き

）
原

則
禁

⽌

教
員

等
（

研
究

員
､学

部
⽣

・
⼤

学
院

⽣
含

む
）

の
研

究
活

動
に

伴
う

⼤
学

施
設

内
へ

の
⽴

ち
⼊

り
は

原
則

禁
⽌

 
以

下
の

場
合

は
、

感
染

拡
⼤

防
⽌

策
を

⼗
分

講
じ

た
上

で
の

活
動

を
特

別
に

許
可

(1
)中

⽌
す

る
こ

と
に

よ
り

⼤
き

な
研

究
の

損
失

を
被

る
こ

と
に

な
る

、
⻑

期
間

に
わ

た
っ

て
継

続
し

て
い

る
実

験
等

(2
)進

⾏
中

の
実

験
を

終
了

あ
る

い
は

中
断

す
る

た
め

の
活

動
(3

)現
在

進
⾏

中
の

実
験

等
で

、
急

に
停

⽌
す

る
こ

と
で

⽀
障

や
危

険
が

伴
う

実
験

等
(4

)⽣
物

の
世

話
、

液
体

窒
素

の
補

充
、

冷
凍

庫
修

理
な

ど
研

究
材

料
の

維
持

、
サ

ー
バ

ー
の

維
持

等
の

た
め

の
⼀

時
的

⽴
ち

⼊
り

(5
)研

究
遂

⾏
に

必
須

な
書

籍
・

資
料

等
を

学
情

 C
 や

研
究

室
で

閲
覧

・
貸

出
を

受
け

る
た

め
の

短
時

間
の

⼊
構

4
活

動
停

⽌

⼤
学

機
能

の
最

低
限

の
維

持
の

た
め

に
、

専
攻

⻑
な

ど
組

織
代

表
者

の
許

可
の

下
で

、
⽣

物
の

世
話

、
液

体
窒

素
の

補
充

、
冷

凍
庫

修
理

、
サ

ー
バ

ー
保

持
な

ど
を

⽬
的

に
、

⼀
時

的
に

⼊
室

す
る

研
究

ス
タ

ッ
フ

の
み

の
⽴

ち
⼊

り
が

可
能

で
す

。

⼤
阪

市
⽴

⼤
学

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

⼤
防

⽌
の

た
め

の
研

究
活

動
に

関
す

る
指

針
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